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１．研究課題 

（和文）複雑現象のモデル化に関する理論・方法論の開発研究と諸科学への応用 

（英文）Modeling for understanding the structure of complex phenomena and its application to 

science and industry  
 

２．研究期間 

２年間 

 

３．研究の概要（背景・目的・研究計画・内容および成果 和文 600字程度、英文 50word 程度） 

（和文） 

電子化された計測・測定技術と計算機システムの進展が相俟って，諸科学・産業界で

は大規模かつ高次元のデータの獲得と蓄積を促進しつつある．このような極めて次元の

高いデータの中から現象解明に有用な情報やパターンを抽出するには，従来手法は有効

に機能せず，数々の問題点が指摘されてきた．本特定課題研究では，高次元データ集合

の背後に潜む情報やパターンを高効率に抽出し，現象解明と予測・制御に不可欠な現象

のモデル化と新たな解析手法の開発研究に取り組み，以下のような研究成果を挙げた． 

(1) 高次元データに基づくモデリングに新たな方向性を示した  L1 型正則化法を理論

的および数値的に研究し，汎化能力の高い非線形回帰モデル，識別・判別法を提唱した． 

(2) 高次元データ集合に基づくモデリングの過程で重要な役割を果たすモデルの評価

と選択の問題に取り組み，正則化項の影響を制御するパラメータの選択に必要なモデル

評価基準を導出した．  

(3) 現象の情報源であるデータと当該現象の知識を確率分布で捉えて，ベイズ理論によ

って確率分布モデルに融合するベイズ型モデリングの理論・方法論について研究を推進

し，積分計算アルゴリズムの援用によって，汎用性の高い柔軟な非線形回帰モデリング

を提唱した． 

（英文） 

The development and proliferation of electronic measurement and instrumentation technologies 

enables us to accumulate a huge amount of data with complex structure and/or high-dimensional 

data. Through this research project we have investigated the problem of analyzing such datasets, and 

proposed various statistical modeling strategies including nonlinear regression modeling via L1 regularization, 

model evaluation and selection criteria, and Bayesian statistical modeling.   
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